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公 用 語成立 の 過程
一

ビル マ の場合一 一 一
大野 　徹

　ビ ル マ （1989年 6月以降 「 ミ ャ ン マ ー
」 と改名）は ，多民 族国家で あ るか ら，

「
共通語」

とい う曖昧な概念で 見る よ り， 強制力 を伴 う
「
公 用 語」 と い う観点か ら見た方が

， 国家

と い う枠組み の 中で は，よ り現 実的で あ る 様に 思 われ る 。 独立 直前の 1947年に 起草さ れ

た 旧憲法で 公用語 と定め られ た の は ，ビ ル マ 語 で あ っ た （第216条）。 そ の 後， 4 半世紀

た っ た 1974年に制定された新憲 法で も，公 用語 に指定 さ れ た の は ビ ル マ 語で あ っ た （第

198条）。 今 日，新聞，雑誌 な どの 定期刊行物 は勿論 の こ と
， テ レ ビ や ラ ジオ で 使わ れ て

い る言語 も ま た
，

ビ ル マ 語で ある 。 更に ま た
， 小学校か ら 大 学 に 至 る まで の 教育界 に お

い て も， 授業で 使 わ れ て い る の は ビ ル マ 語で あ り，教科書も ビ ル マ 語で 書か れ て い る 。

ビ ル マ 語が ビ ル マ の 公用 語で ある と い う こ と は，ビ ル マ 語 を母語 とする ビ ル マ 民族が国

民の 68パ ー
セ ン トを占め て い る とい う事実か ら み て 合理性が ある と雪 える 。

　ビ ル マ 語公用語化の過程は ，1948年の ビル マ 独立以前 は ビ ル マ が英領植民地で あ っ た

と い う歴史的事実か ら ， 民族主義運 動 と密接 な関 わ りを持 っ て い る 。 ビ ル マ 語使用 の 訴

え は 1930 年 に 結成 さ れ た 「
我等 ビ ル マ 人連盟 」 に よ る 「ビ ル マ は 我等の 国 ，

ビ ル マ 語 は

我等 の 言 葉，ビ ル マ 文字は我 等の 文字」 とい う連 盟 の 設立 趣意書 の 中で 初め て 明 らか に

され た 。 1948年の ビル マ 独立後， ビ ル マ 語の 教科書編纂 を 目的 とする 翻訳局 の 設 置，国

立学校 に於ける 全教科の ビ ル マ 語 に よ る教育な ど が 定め られた 。 試験 も英語 で は な く ビ

ル マ 語 で 行な うよ う に改め られた 。 1964年 に は 大学 が改編 され，大学で の教育 もまた全

科 目 ビ ル マ 語 で 行な わ れ る事に な っ た 。

　ビ ル マ 語 の 公 用語化 は こ う し て 達成 さ れ た が
，

ビ ル マ 民族以外 の 少数民族に対す る 配

慮 とい う点か ら見る と，多 くの 問題 を残 して い る 。 学校教育 は全 て ビ ル マ 語 で行 なわ れ ，

本来 2言語使用者で あ っ た少数民族 の 児童生徒 は，次第に単
一

言語使用者 と化 し，非 ビ

ル マ 語の 使用 が急速 に衰退 しつ つ ある。ビ ル マ 語の 公 用語化 は，政治的国民統合 と い う

点で は大 きな功績 を上 げたが，多数民族 に よ る 少数民族の 文化制圧 と い う予期 しなか っ

た結果 ももた ら した の で ある 。 カ レ ン 族，シ ャ ン 族 ，
カ チ ン 族，モ ン 族 とい っ た少数民

族 に よ る ビ ル マ か らの 分離 ， 独立運動 が 1948年 の ビ ル マ 独立 以来 今 日まで
一一eeし て 続け

ら れ て い る 背景に は ，多数民族 ビル マ 族 へ の 強 い 不 信 感が 少数民族の 側 に あ る こ と を 明

白に物語 っ て い る 。
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シン ガポー ル の 言語統合 一
田中恭子

1．戦前の 言語状 況

（1） 多言語 ・複合社会 （英語 とヴ ァ ナ キ ュ ラ
ー
）

（2） 言語別教育制度 （英語 ・
マ レー語 ・華語 ・タ ミ ル 語）

（3） 問題 点 （ア イデ ン テ ィ テ ィ の 分裂 ・共産党問題 な ど）

2 ．戦後 の 教育政 策
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